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研究テーマ/ Theme of Research           
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Messages from Fellows 
Japanese Government (MEXT) Scholarship at Hosei University 

 

 

Svetlana Vassiliouk さん 

 

Professor at 

Meiji University 

 

 

I learned about the MEXT scholarship program 

from my professors at Johns Hopkins School of 

Advanced International Studies in Washington, 

D.C., where I majored in Japan Studies. After 

researching about it on the website of the 

Japanese Embassy, I found it to be a great 

opportunity to further my graduate studies in 

Tokyo, Japan.   

I chose Hosei University on recommendation of 

Professor Nobuo Shimotomai, who is the leading 

expert in the field of the Soviet/Russian-

Japanese relations, and who was very kind to 

agree to supervise my research as my guiding 

professor at the Faculty of Law of Hosei 

University in 2002-2006. 

After having conducted my research on the topic 

of recent developments in Russia-Japan political 

relations in 2002-2003, I applied and got 

accepted into the upper-level graduate school at 

the Faculty of Law where I earned a PhD degree 

in Political Science in 2006 by successfully 

completing a doctoral dissertation on the topic of 

“Energy Politics in Japanese-Soviet/Russian 

Relations: From Cooperation Initiatives in the 

1970s to Cautious Engagement in the 1990s.” 

 

I am a full professor and a member of the 

faculty’s executive department (執行部) at Meiji 

University, School of Global Japanese Studies, 

where I have been teaching undergraduate 

courses in the fields of International Relations, 

which is my main subject, and Japan Studies 

since 2011. Prior to joining the faculty at my 

current university, I worked as a researcher 

covering Russia-Japanese energy cooperation at 

the Institute of Energy Economics Japan (IEEJ) 

and taught both graduate and undergraduate 

classes at Hosei University (The Faculty of Law 

and the Graduate School of Global Politics - 

GGAP) and Temple University Japan Campus 

(TUJ). I have been teaching mainly in English 

and have published academic articles and book 

chapters on Japan-Russia relations, Japan-US 

relations, and Russian energy policy in Japan, 

the US, and Russia (in the Japanese, English, 

and Russian languages). My current research 

focuses on Russia’s Arctic strategy and Russia-

Japan political relations and energy cooperation. 
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崔 先鎬 さん 

 

法政大学 兼任講師 

 

 

これまでの私の主要研究分野は日韓比較政治思想史

である。その背景には、日本と韓国という似て非なる両国

の政治文化を含む社会的な結び付きへの基本的な関心と

いうものが存在した。近代期から現代にかけての、とりわ

け戦中戦後に影響を及ぼした知識人たちの思想と役割に

焦点を当てつつ両国の相互理解に貢献できるよう研究を

進捗させた。具体的に述べると、第二次大戦は日本の終

戦としてのみ捉えられているものの、実際には両国は併

合国家として共に終戦を経験したのであり、国を違えても

“連合国の戦後処理対象国という特殊な国際関係”を国家

活動の基礎に据えられたという点で、俯瞰的には日韓両

国は酷似した立場に立たされた、という根本的事実を認識

する必要があると考えたためである。 

韓国に於ける延世大学の学部時代には、数多くの同窓生

たちが欧米への留学を志望するなか、隣国日本と韓国の

過去と現在、そして将来の関係をめぐる関心は、かねてよ

り私のなかで止み難いものがあったため、私は敢えて今

日の北東アジアをめぐる国際的な政治状況を根底から理

解するために日本への留学を選んだ。 

法政大学大学院に於ける国費留学生の時代に、私は、本

学の政治学研究科の杉田敦先生の門下生として学問的

研究に力を傾注してきた。日韓それぞれの戦後政治に大

学知識人という立場から大きな足跡を遺した白樂濬と南

原繁をテーマに書き上げた博士論文を提出し、今日に至

っている。日本と韓国、双方の言語と学問を大学という高

等教育機関で学び、体験したことによって、私は、両国の

学問世界に深く影響を及ぼしているさまざまな要因やそれ

ぞれの学風の共通性や相違点を熟知するところとなったと

言えるのではないだろうか。 

 

 博士学位取得の後、私は、これまで学内の研究所に於

いて研究員を務めながら、現在は、本学の法学部で日韓

比較政治思想や政治学をテーマとし講義を続けている。

本学以外にも、明治大学商学部と立教大学法学部に於い

て、母語の韓国語の他に政治思想史演習を兼任教員とし

て担当している。現在は、これまで自らが展開してきた日

韓の政治思想史の流れを踏まえながら、両国の戦後に於

ける教育改革と立憲主義の確立に指導的役割を果たした

知識人たちの営為というものにさらに着目し、それが源泉

となって派生したと思われる事象並びに現実的状況の分

析を続けている。このような取り組みは未だ手付かずの分

野でもあり、個人的に大変意義深いテーマであると考えて

いる。 

以上のような比較政治思想史的軸を中心に据えながら、

さらに日韓の学問と思想の役割を決定づけた多様な要因

を踏まえた研究を発展的に展開することを望んでいる。こ

れからの時代は、学問と思想、制度の革新を通して新たな

時代的パラダイムを構築、実現しようとした挑戦の場でも

あるだけに、私自身も東アジアに生まれ育った知識人とし

て、これまでの学問の流れを振り返り、その業績を発掘す

るに留まらず、新たな学問世界を再発見と共に、価値づけ

を行うことは、日韓の後世に対して我々の世代が遺すべき

精神的寄与であると考える。 

 


